
『知の環流』 
 信頼社会に流れる市民の叡智 

特集　インターネット市民塾 

インテックグループトピックス 

信を通わす 第8回  

心を通わすすべは 
 

先生、教えてください 

「鏡の中では、なぜ左右が 
  反対に見えるのですか？」 

 

 

 

今、注目の動き 
地域に密着したさまざまなサービスが可能に 
地域WiMAX 
 
 
 

ＩＴ戦略、わが社の一手 

農林水産省 
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季刊 インターリンク 第8号 

高野 陽太郎 氏 

 Interlink with  Clients 
常にお客さま満足を考える 

“お客さま第一主義” 

 
 Interlink with  Cooperators   

パートナーとともに 

新たなビジネスを創造 

 
 Interlink with  Consumer 

お客さまのむこうには 

いつも“Consumer”が 

 
 Interlink with Corporate-holder 

株主のご期待に応えて 

 
 Interlink with Col league 

社員・グループの固い連帯 

 
 Interlink with  Community 

地域社会との共生 

 
 Interlink by  Communication 

お客さま、パートナー、そしてグループ間の 

理解を深めるコミュニケーション 

INTERLINK 7C

Interlink with Consumer

Interlink with ColleagueInterlink with Corporate-holder Interlink by Communication

Interlink with Community

Interlink with CooperatorsInterlink with Clients

心の風景　～春の小川～ 日本のうた 

 

 富山市長　森 雅志氏 

＊本文中に掲載されている商品名およびサービス名は各社の商標または登録商標です。   禁無断転載 
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季刊ＩＮＴＥＲＬＩＮＫの誌名はインテック

グループの行動指針「ＩＮＴＥＲＬＩＮＫ ７Ｃ」

から名付けたものです。お客さまをはじめ、

関わるすべての皆さまとＩＮＴＥＲＬＩＮＫして

いくという理念を誌名に込めました。表紙の

　　　 は、基幹事業の一つである通信

事業を表すとともに、ＩＮＴＥＲＬＩＮＫの

基本精神である「心を通わすこと」を表現

したものです。 

 

通 信 心 

東京大学文学部 教授 

 

INTECグループ企業紹介  
株式会社ウィズインテック 
代表取締役社長　大谷 絹江 

 

特集 

インターネット市民塾 

知の環流  
一人ひとりが持つ知識、経験、予測だけでは
生き抜くことが難しい時代。このような時代に
こそ、さまざまな人の知識、経験を次 と々加え合
い知恵を出し合う「知の還流」が求められる。
インターネット市民塾は、学びによる信頼構
築のプラットフォーム。顔が見える関係で学び
合い、人のつながりと信頼関係を温めている。 

信頼社会に流れる市民の叡智 



市民塾講師 Yさん（50代） 

IT活用塾講座 
Tさん（30代） 

市民塾講師 
 「ティーパーティを開こう　そしてパソコン活用」 

受講者から講師へ、サポータへ 
ネット活用ならではの知の連鎖が 
生まれている 

受講者 
Hさん（70代） 

市民塾講師 
 「体のためになる食事」 

受講者 

 

特 集 

インターネット市民塾 

　インターネット市民塾の歴史 
 

◆昭和６３年（１９８８年） 
全国の社会人学習の現状調査を開始。新
たな発想の学習スタイル研究に着手 

◆平成６年（１９９４年） 
富山開催の全国生涯学習フェスティバルで、
インターネット市民塾の原型となる試行
モデルを発表 

◆平成１０年（１９９８年） 
インテックが提唱し、通産省・文科省の教
育の情報化推進事業に採択され、富山県
で産学官共同開発を開始 

◆平成１１年（１９９９年） 

富山県で社会実験を開始 

◆平成１２年（２０００年） 
情報化推進月間で「優秀システム表彰」
を受賞 

◆平成１３年（２００１年） 

「日経インターネットアワード」受賞 

◆平成１４年（２００２年） 
産学官による推進協議会設立。年間延べ
利用者１０万人超える 

◆平成１６年（２００４年） 

第１回市民塾サミット（富山県高岡市） 

◆平成１７年（２００５年） 

第２回市民塾サミット（高知県） 

◆平成１８年（２００６年） 

第３回市民塾サミット（和歌山市） 

◆平成１９年（２００７年） 

第４回市民塾サミット（富山市） 

◆平成２０年（２００８年） 
第５回市民塾サミット（徳島市） 
ＮＰＯ法人地域学習プラットフォーム研究
会設立 

◆平成２１年（２００９年） 
１０周年シンポジウム開催（富山市） 

産
学
官
が
育
て
る
 

　
学
び
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
 

 

教材（初期）＋ 
学習の成果を蓄積 

●教授型（タテ型） 

先 生 

生徒 生徒 

web教材 

例：講義型　　 
　　演習型（ドリル型） 

●コミュニティ型（ヨコ型） 

コンテンツ 

例：ワークショップ型 
　　体験学習型 
　　提案活動型 

市民 市 民 

専門家 

教える側（講師）の知識を直接また
は教材を通じて間接的に教授する 
 

集まった参加者の中で、経験やノウ
ハウを引き出し合いお互いに学ぶ 

「防災市民塾」 
 

働き盛りの世代が多く参加 

世代間交流が生まれやすい 

■年代男女別登録者数 

シニアも増加 

～10代 20代 30代 

富山インターネット市民塾平成20年3月31日現在 

50代 60代 （年代） 

（人） 
900

男 
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女 

合理化、機械化が進む社会にあって、

伝統工芸や手仕事によるものづく

りが衰退していく傾向にあります。

地域に残る手仕事を取材し、次世

代に伝えようとする取り組みが進め

られています。手仕事の技やその

難しさ、やりがいなどを発信します。

子供たちの職業観の育成や地域

産業・伝統産業に対する地域住民

の再認識に繋げようとするものです。 

働
き
盛
り
な
ど
の
参
加
を
 

大
き
く
拡
大
 

学
び
の
市
民
塾
モ
デ
ル
 

教
え
る
こ
と
が
最
高
の
学
習
に
 

人
か
ら
人
へ
知
の
還
流
 

全
国
各
地
へ
と
波
及
 

   　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
は
、地
域
の

企
業
、大
学
、行
政
が
見
守
る
「
学
び
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
す
。テ
ー
マ
を
持
ち

寄
っ
て
講
座
や
学
習
サ
ー
ク
ル
を
開
く

市
民
が
次
々
と
現
れ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

フ
ェ
イ
ス
・
ツ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
に
よ
り
、経
験
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
知
の
発
信
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
よ
っ
て

潜
在
的
な
意
識
が
引
き
出
さ
れ
、講
師

自
身
が
学
び
を
深
め
る
と
と
も
に
、新
た

な
知
が
結
び
つ
い
て
「
知
の
還
流
」
が
生
み

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

   　
こ
れ
ま
で
参
加
が
少
な
か
っ
た
30
代
か

ら
50
代
の
働
き
盛
り
を
中
心
に
、幅
広
い

参
加
が
見
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
、時
間
や
場
所
の
制
約
を
超

え
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、会
社
員
や

子
育
て
中
の
人
が
自
宅
な
ど
か
ら
参
加

し
て
い
ま
す
。
働
き
盛
り
の
参
加
が
こ
れ

ほ
ど
多
い
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ

な
い
デ
ー
タ
で
す
。
ま
た
、会
社
な
ど
の
立

場
を
離
れ
て
、人
と
接
し
て
学
ぶ
主
体
性

に
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

シ
ニ
ア
層
も
参
加
が
急
増
し
て
お
り
、過

去
3
カ
年
で
約
2.7
倍
の
伸
び
が
見
ら
れ

ま
す
。デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド（
情
報
格
差
）

が
和
ら
い
で
い
る
こ
と
と
、元
気
な
シ
ニ
ア

の
増
加
の
現
れ
で
し
ょ
う
か
。
 

               　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
で
は
、た
く

さ
ん
の
学
び
の
モ
デ
ル
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

講
師
が
講
義
形
式
で
進
め
る
教
授
型
や
、

教
材
に
向
き
合
う
ド
リ
ル
型
は
こ
れ
ま
で

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、一
人
ひ
と
り
の

知
識
は
高
ま
っ
て
も
、人
と
人
の
つ
な
が
り

や
学
び
の
成
果
を
生
か
す
機
会
と
は
、直

接
的
に
は
結
び
つ
き
に
く
い
も
の
で
し
た
。
 

　
一
方
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
で
は
、

テ
ー
マ
を
共
有
す
る
参
加
者
が
、お
互
い

の
経
験
や
知
恵
を
引
き
出
し
合
い
、共
に

生
か
し
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の
活
動
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
、体

験
学
習
型
、提
案
活
動
型
な
ど
が
そ
の
例

で
す
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
学

習
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、フ
ェ
イ
ス
・
ツ

ー
・
フ
ェ
イ
ス（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
体
験
活
動

な
ど
）を
併
用
し
、働
き
盛
り
な
ど
幅
広

い
世
代
の
学
び
合
い
を
広
げ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
応
用
は
30
種

類
に
も
な
り
ま
す
。
 

  　
講
座
や
学
習
サ
ー
ク
ル
を
開
く
市
民
講

師
は
、参
加
者
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
準

備
期
間
・
開
講
中
を
通
じ
、目
を
輝
か
せ

な
が
ら
積
極
的
に
学
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

大
学
や
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
積
極
的

に
学
び
、時
に
は
専
門
家
に
も
参
加
を
求

め
て
い
ま
す
。
教
え
る
こ
と
が
学
ぶ
喜
び
に

変
わ
る
時
で
す
。
市
民
講
師
の
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、新
た
な
学
び
が
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
形
式
知
化
さ
れ
る
時
で
す
。

ま
た
、参
加
者
が
持
ち
寄
る
さ
ま
ざ
ま
な

知
識
が
加
わ
り
、ど
ん
ど
ん
充
実
し
て
い

く
こ
と
も
見
ら
れ
ま
す
。
講
座
を
開
催
す

る
際
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、む
し
ろ
参
加
者
と

学
び
合
い
を
進
め
て
い
く
過
程
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
、残
し
て
い
く
意
味
で
も
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、参
加
者

か
ら
の
知
の
還
流
に
よ
っ
て
、教
え
る
こ
と

が
最
高
の
学
習
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

  　
働
き
盛
り
な
ど
幅
広
い
世
代
が
参
加

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
で
は
、世

代
を
超
え
て
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る

機
会
が
多
く
生
ま
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、

学
び
に
よ
る「
世
代
際
化
」を
起
こ
し
、先

人
の
知
恵
の
継
承
、次
世
代
へ
の
継
承
に

結
び
つ
く
も
の
で
す
。
 

　
ま
た
、身
近
な
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信

し
な
が
ら
、生
き
生
き
と
学
ぶ
市
民
講
師

に
触
発
を
受
け
、「
私
に
も
で
き
る
こ
と
が

あ
る
」
と
、受
講
者
か
ら
講
師
へ
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
例
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。
 

  　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
は
、1
9
9
8

年
に
富
山
で
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
先
進
的
な
情
報
化
モ
デ
ル
と
し
て

2
0
0
1
年
日
経
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ワ
ー

ド
を
受
賞
、2
0
0
2
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
活
用
教
育
実
践
コ
ン
ク
ー
ル
で
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
、全
国
的
に
注

目
を
集
め
ま
し
た
。
 

　
2
0
0
4
年
に
富
山
県
高
岡
市
で
開

催
さ
れ
た
第
1
回
市
民
塾
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、

教
育
関
係
者
・
情
報
化
推
進
者
が
集
ま
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
が
全
国
各
地
へ

波
及
す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、東
京
・
横
浜
・

和
歌
山
・
徳
島
・
高
知
な
ど
で
設
立
が
相

次
ぎ
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。た
と
え
ば
、

高
知
の「
k
o
c
h
i
く
ろ
し
お
学
校
」
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
講
座
な
ど
地
域
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
就
労
機
会
の
創
出
を
目
指

し
て
い
ま
す
。「
わ
か
や
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

市
民
塾
」
は
、地
域
の
市
民
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
取
り
組
み
を
重
視
し
、地
域
の

特
産
や
伝
統
文
化
を
伝
え
る
講
座
に
特

色
が
あ
り
ま
す
。
徳
島
で
は
大
学
の
専

門
性
を
生
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
を
学

ぶ
講
座
に
お
遍
路
さ
ん
の
楽
し
み
を
加

え
た
講
座
な
ど
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
企
業
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
合
併
し
た
社
員
の
融
合
に
、知
の

還
流
が
求
め
ら
れ
た
例
で
す
。
 

  　
こ
の
よ
う
に
各
地
に
広
が
っ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
市
民
塾
は
、新
た
な
発
想
を
伴
っ

て
再
び
富
山
に
還
流
し
、他
の
市
民
塾
と

の
交
流
や
つ
な
が
り
も
生
み
出
し
ま
し
た
。

「
神
戸
と
学
ぶ
防
災
市
民
塾
」
で
は
、大

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て
地
域
ぐ
る
み

で
活
動
す
る
神
戸
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
、災
害
の
経
験
が
少
な
い
富
山
の
学
習

サ
ー
ク
ル
が
学
ぼ
う
と
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
学
習
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、地
域
の
産
学
官
が
連
携
し
、子

育
て
か
ら
の
再
就
職
や
早
期
離
職
し
た

若
者
に
、
就
業
や

社
会
参
加
を
促
す

学
習
支
援
を
、富
山
・

和
歌
山
・
高
知
な

ど
が
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

地
域
間
の
知
の
還
流
 

※
 

※ 富山インターネット市民塾　http://toyama.shiminjuku.com/



  　
江
戸
時
代
、富
山
の
薬
売
り
は
全
国

各
地
を
定
期
的
に
訪
れ
、商
品
と
と
も
に

情
報
を
運
び
ま
し
た
。「
商
品
は
信
用
と

情
報
」の
心
で
、全
国
を
回
り
、各
地
と
の

文
化
・
知
識
の
交
流
を
盛
ん
に
し
て
い
き

ま
し
た
。
高
い
教
育
水
準
を
誇
る
富
山
の

薬
売
り
は
、信
頼
・
信
用
の
ブ
ラ
ン
ド
で
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、新
た
な
人
材
を
育

て
る
た
め
産
業
界
が
教
育
に
投
資
し
、そ

こ
か
ら
売
薬
業
の
後
継
者
が
育
っ
て
い
き

ま
し
た
。
人
材
育
成
の
成
果
は
売
薬
業
に

留
ま
ら
ず
、銀
行
、電
力
会
社
、デ
ザ
イ
ン

や
印
刷
会
社
、情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社
な
ど
、

地
域
産
業
の
創
立
者
と
し
て
大
い
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
 

　
富
山
の
教
育
と
産
業
・
全
国
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
歴
史
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市

民
塾
の
モ
デ
ル
で
す
。地
域
の
中
で
産
学
官
、

組
織
を
越
え
た
知
の
還
流
と
人
材
育
成

を
行
い
、地
域
作
り
の
担
い
手
と
な
る
人

材
を
顕
在
化
さ
せ
る
も
の
で
す
。
会
社
を

設
立
し
た
市
民
講
師
も
現
れ
て
い
ま
す
。
 

   　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
の
一つ
の
形
で

あ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
塾
」は
、ネ
ッ
ト
上
に
市
民

が
共
同
で
作
る
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
で
す
。

企
業
が
人
を
出
し
合
っ
て
地
域
の
人
材
を

育
て
る
の
は
、か
つ
て
売
薬
関
係
者
が
お

金
を
出
し
合
っ
て
学
校
を
作
っ
た
こ
と
に

ヒ
ン
ト
を
得
て

い
ま
す
。
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の

中
小
企
業
で
は

社
員
教
育
を
十

分
行
っ
て
い
く

人
材
や
費
用
を
賄
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、地
域
で
教
育
人
材
と
教
材
を
集
め

地
域
の
み
ん
な
で
共
有
す
る
も
の
で
す
。
 

　
も
う
一
つ
の
ね
ら
い
は
、地
域
の
経
営

者
に
よ
る
教
育
参
加
で
す
。
地
元
経
営

者
の
経
営
哲
学
に
触
れ
る
こ
と
が
、地
域

在
住
者
の
覚
醒
を
起
こ
す
と
共
に
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
全
国
に
地
域
の
す

ば
ら
し
さ
を
発
信
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
自
然
や
食
材
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
も

盛
ん
で
す
が
、経
営
者
自
ら
地
域
の
す
ば

ら
し
さ
を
発
信
す
る
こ
と
は
、
地
域
内

外
に
人
材
の
還
流
を
起
こ
す
可
能
性
を

生
み
ま
す
。
 

　
　
　
 

 　
今
日
の
社
会
で
は
、人
と
人
と
の
信
頼
や

商
品
の
信
頼
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。信

頼
の
な
い
社
会
は
、規
制
や
検
査
、管
理
に

要
す
る
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
ば
か
り
で
す
。 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
の
市
民
講
師

は
、自
身
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
進
ん
で
提

供
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は「
他
人
に
ノ
ウ
ハ
ウ

を
吸
い
取
ら
れ
る
」
と
考
え
る
マ
イ
ナ
ス
・

サ
ム
で
は
な
く
、「
相
手
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
加
え
、

互
い
に
付
加
価
値
を
生
み
合
う
」プ
ラ
ス
・

サ
ム
で
す
。教
え
る
喜
び
と
学
ぶ
楽
し
さ
が

生
ま
れ
、学
び
に
よ
る
感
謝
が
信
頼
関
係

を
構
築
し
ま
す
。こ
の
よ
う
な
人
と
人
の

信
頼
を
集
め
た
「
知
の
還
流
」
が
、社
会
の

再
構
築
に
不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  　
生
涯
学
習
が
「
余
暇
や
個
人
の
教
養

の
た
め
の
も
の
」
と
社
会
の
認
識
は
い
つ

の
間
に
か
一
般
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ

等
で
は
生
涯
学
習
の
推
進
を
国
力
の
問

題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
に
比
べ
、日
本

で
は
「
個
人
の
取
り
組
み
」
に
任
せ
て
い

る
面
が
あ
り
ま
す
。
難
し
い
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
に
は
、働
き
盛
り
も
含
め
て

一
人
で
も
多
く
「
知
の
還
流
」
に
加
わ
り
、

「L
earning 

citizens

」（
学
ぶ
市
民
、考

え
る
市
民
）と
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
地
域
の
産
学
官
、市
民
が

お
互
い
に
で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄
り
、社

会
を
豊
か
に
し
て
い
く
共
創
社
会
が
望

ま
れ
ま
す
。
 

　
地
域
力
を
高
め
る
知
の
還
流
は
、企
業

内
の
知
識
の
伝
播
量
と
ス
ピ
ー
ド
を
企
業

力
と
す
る
新
し
い
評
価
尺
度（
米
国
ケ
ミ
カ

ル
会
社
の
例
）と
も
類
似
し
て
い
ま
す
。市
民

が
学
び
合
っ
て
地
域
の
課
題
を
克
服
し
元

気
に
し
て
い
く
「L

earning region

」（
知

性
を
持
つ
地
域
）の
形
成
は
、生
涯
学
習
に

よ
る
地
域
活
性
化
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
 

 

 

㈱インテックシステム研究所 
ICT研究部 社会システム研究室長 
（富山インターネット市民塾推進協議会 
事務局長） 

柵　富雄（さく・とみお） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
広
が
る
 

ビ
ジ
ネ
ス
塾
 

 富
山
売
薬
に
学
ぶ
 

 

学
び
に
よ
る
信
頼
の
再
構
築
 

 

地
域
を
元
気
に
す
る
 インターネット市民塾には三つのチャレンジが

あります。多くの教育現場で見た課題から、
逆転の発想によってインターネット市民塾の
コンセプトが生まれました。当初は専門家か
ら疑問の声も聞かれましたが、利用する市民
が大きな賛同の声を上げ、富山から各地に
広がりました。二つ目はこれを実現するため
のさまざまな技術のチャレンジです。たとえば
10年前には、すでにＳＮＳ（ソーシャルネット
ワークサービス）の教育モデルを独自開発し
ています。また、ｅラーニングも従来と異なる
発想で開発しています。そしてもう一つ、当社
の技術を役立てて、地域の産学官で協力し
て「知の還流」を運営することです。私たちか
ら提案して10年。誰もがいつでも「知の還流」
に参加できるよう、ＩＴによる地域社会の活性
化にさらに役立てていきたいと考えています。 

 

3つのチャレンジ 

「ビジネス塾」 
 

 

特 集 

インターネット市民塾 

 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
が
目
指
し
た
の
は
、人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
通
し
て
の
知
の
伝
承
で
す
。
少
子
化
、核
家

族
化
が
進
み
、地
域
の
教
育
力
も
低
下
し
て
き
て
い
る
今
日
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
の
学
び
の
場
を
通
し
て
、日

常
の
知
恵
や
経
験
を
伝
え
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
門
家
が
専
門
的
知
識
を
教
え
る
教

授
学
習
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、昔
の
長
屋
や
寺
子
屋
文
化
に

も
似
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
の
知
の
伝
承
が
、多
く
の

市
民
に
学
ぶ
喜
び
、教
え
る
喜
び
、共
に
活
動
す
る
喜
び
を

も
た
ら
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。教
え
る
内
容
も
技
術
も
様
々

で
す
。
職
業
も
、経
験
も
、年
齢
も
異
な
る
人
た
ち
が
、興
味

関
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、講
師
と
と
も
に
学
ぶ
の
が
特
徴
で

す
。
専
門
的
知
識
よ
り
も
経
験
知
を
共
有
す
る
活
動
に
、

皆
さ
ん
、魅
力
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
が
経
験
の
中
で
、築
い
て
き
た
、決
し
て
体
系
化
さ

れ
た
知
識
に
は
な
っ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
、生
活
に
役
立
つ

知
恵
で
す
。
暗
黙
知
と
し
て
の
知
恵
を
、人
に
教
え
る
と
い

う
活
動
を
通
し
て
、明
示
化
し
形
式
的
な
知
に
し
て
い
く
こ

と
。
そ
の
教
え
る
と
い
う
行
為
が
、自
ら
の
学
び
を
深
め
て

い
ま
す
。Teaching is best Learning

な
の
で
す
。 

　
受
講
生
も
、次
は
自
ら
の
経
験
や
技
術
を
、講
師
と
し

て
、ま
た
新
た
な
仲
間
に
伝
え
る
。こ
の
知
の
伝
承
と
循
環

が
、社
会
全
体
の
学
び
と
つ
な
が
り
を
強
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
元
気
に
し
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
人
は
集
い
、学

び
、共
に
活
動
す
る
こ
と
で
喜
び
を
感
じ
る
の
で
す
。 

　
富
山
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
の
活
動
が
、国
の
生
涯

学
習
政
策
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、「
生
涯
学
習
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
」
と
し
て
生
涯
学
習
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
の
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
す
れ
ば
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

時
代
で
す
が
、私
た
ち
が
大
事
に
し
た
い
の
は
、一
人
ひ
と

り
の
顔
が
見
え
、小
さ
な
知
恵
を
共
有
し
な
が
ら
大
き
く

仲
間
作
り
を
し
て
い
く
共
生
・
共
創
社
会
で
す
。
地
域
課

題
を
市
民
の
参
画
と
協
働
で
解
決
し
て
い
く
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
作
り
に
市
民
塾
の
ま
す
ま
す
の
興
隆
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

　
私
た
ち
は
物
質
的
な
豊
か
さ
や
便
利
な
生
活
を
手
に

入
れ
ま
し
た
が
、心
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と
は
必
ず
し

も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
個
人
を
支

え
て
い
た
家
族
や
地
域
の
力
は
急
速
に
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、豊
か
さ
を

め
ざ
し
た
時
代
と
は
違
っ
た
新
た
な
知
恵
が
必
要
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
調
査
し
て

い
る
中
で
富
山
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
の
活
動
に
出
会

い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
で
は
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
人
と
人
が
相
互
に
学
び
あ
う
と
い
う
新
し
い
関
係
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
と
し
て
素
晴
ら
し
い
だ
け

で
な
く
、そ
こ
に
は
沢
山
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

　
ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
生
涯

学
習
に
参
加
し
に
く
か
っ
た
働
き
盛
り
、子
育
て
世
代
の

人
達
の
参
加
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。e
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
欠
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
人
間
的
な
関
わ
り
の
不

足
を
、直
接
出
会
う
機
会
で
あ
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
意
識

的
に
設
け
る
こ
と
で
克
服
し
、人
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に

も
成
功
し
て
い
ま
す
。
画
期
的
な
の
は
、こ
れ
ま
で
の
教
え

る
人
と
学
ぶ
人
は
別
と
い
う
固
定
し
た
ワ
ン
ウ
ェ
イ
の
関

係
を
崩
し
、学
ぶ
人
が
教
え
る
人
に
な
り
得
る
こ
と
を
証

明
し
た
点
で
す
。
教
え
る
人
に
な
る
こ
と
で
、問
題
意
識

が
深
ま
り
、知
識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
ま
す
。
共
に

学
び
合
う
こ
と
が
、生
き
甲
斐
や
地
域
貢
献
に
も
繋
が
っ

て
い
ま
す
。 

　
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
と
い
え
ば
、宣
伝
的
効
果
が
優

先
さ
れ
て
本
業
と
は
無
関
係
と
い
う
も
の
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
富
山
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
の
活
動
は
I
T

企
業
で
あ
る
イ
ン
テ
ッ
ク
さ
ん
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、組
織
力
を
発

揮
し
た
、社
員
に
も
、株
主
に
も
わ
か
り
や
す
く
、市
民
も

う
れ
し
い
、本
業
の
プ
ラ
ス
に
な
る
活
動
と
し
て
高
く
評

価
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
も
企
業
も
行
政
も
、そ
れ

ぞ
れ
が
自
立
し
つ
つ
協
力
し
あ
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
先
進

的
な
実
践
例
と
し
て
、今
後
の
更
な
る
広
が
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 
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